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研究目的

　 東京湾におけるダイオキシン類汚染の歴史的変遷

を解析し，主要なダイオキシン類発生源を解明するこ

とにより，日本のダイオキシン類環境対策の総合的立

案に有用な情報を提供することを目的とする。
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研究の手法

堆積物コア試料

ソックスレー抽出

クリーンアップ操作

回収率標準の添加

高分解能GC/MS分析

異性体別定量

内部標準の添加

分析データの統計解析

主成分分析

重回帰分析

アルカリ処理

硫酸処理

シリカゲルカラム精製

アルミナカラム精製

活性炭カラム精製

脱硫黄処理
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東京湾堆積物中のPCDD/F濃度の経年変化
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東京湾堆積物中のPCDD/F同族体濃度の経年変化
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PCDD/F異性体組成データの主成分分析結果

寄与率 (%)

累積寄与率 (%)

特徴的な異性体

PC-1 PC-2 PC-3主成分

34.7 32.6 27.8

34.7 67.3 95.1

OCDD, HpCDDs, 多くのPeCDFs 一部のTCDDs,

OCDF及び （12349-PeCDD, PeCDDs及びTCDFs

殆どのHpCDFs 23467-PeCDD等） （1368-/1379-TCDDs等）

PCP CNP燃焼推定発生源
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PCP及びCNPの構造式
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東京湾堆積物中のPCDD/F濃度への各発生源寄与の経年変化
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東京湾堆積物中のPCDD/FによるTEQへの各発生源寄与の経年変化
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東京湾堆積物中のCo-PCB濃度の経年変化
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東京湾堆積物中のCo-PCBによるTEQの経年変化
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東京湾堆積物中のCo-PCB異性体濃度の経年変化
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東京湾堆積物中の総TEQの経年変化
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結 論

1.　東京湾では，PCP，CNP及び燃焼が主要なPCDD/F発生源で
あることが示唆された。

2.　Co-PCBについては，PCB製品及び燃焼が主要な発生源と推
定された。

3.  1950年代後半以降除草剤，特にPCPは東京湾におけるダイオ
キシン類汚染の最も大きな原因であることが示された。

4.　PCP及びCNP由来のPCDD/F流入がこれらの除草剤の使用
中止後にもそれ程大きく低下していないことから，今後も長期にわ
たり農地に残留している除草剤由来のPCDD/Fが周辺水域への
潜在的負荷源となる可能性があると考えられる。
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました
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